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第２回 市町村社協常務理事・事務局長会議を開催
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● 岐阜県生活支援・相談センター
　　　コロナ特例貸付の借受人に対するアウトリーチ支援事業
● 主事がゆく  第2回  
　　　誰もが自分らしい生き方や働き方ができるように　
● 福祉ＤＶＤ貸出のご案内
● 岐阜県運営適正化委員会の役割と活動紹介
● 『福祉ガイド～高齢福祉、障がい福祉について考えよう～』のご案内
●「岐阜福祉の杜オンライン」おすすめ商品紹介
● 寄贈お礼・お知らせ

　2月27日（木）、県福祉・農業会館（岐阜市）において標記会議を開催し、市町村社協常務理事・
事務局長43名が出席。会議では、令和7年度の本会事業の概要説明と県内社協の実践発表、組織
マネジメントに関する講演を行いました。

　白川町社協と特養の合併による成果を発表
する福田事務局長。職員研修の充実や事業の効
率化が進み、組織の運営力が向上したことを報
告。合併を通じた新たな地域福祉の可能性に、
多くの参加者が刺激を受けました。

　龍谷大学社会学部の山口特任教授による組織
マネジメントに関する講演。仕事の範囲を少し
だけ広げることの大切さや、目標と目的を意識
した組織運営の視点についても具体的に解
説。社協職員の主体性を引き出すマネジメン
トのあり方について理解を深めました。



岐
阜
県
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
借
受
人
に
対
す
る

　
　
　
　

 　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事
業

〜
令
和
６
年
度
中
間
報
告
と
、今
後
の
支
援
方
針
に
つ
い
て
〜
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当
会
で
は
、
平
成
27
年
４
月
よ
り
、
岐

阜
県
か
ら
岐
阜
県
内
の
町
村
圏
域
の
自
立

相
談
支
援
事
業
を
受
託
し
、
県
内
４
か
所

に
支
所
（
岐
阜
、
西
濃
、
揖
斐
、
中
濃
・

飛
騨
）
を
設
置
し
、
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
低
下
に
よ
る
社
会
的
孤
立
等
の
課
題

を
抱
え
る
方
々
に
対
す
る
相
談
支
援
を
、

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
町
村
社

協
）
や
関
係
機
関
と
連
携
協
働
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

 

⑴
県
社
協
貸
付
担
当
と
の
協
議

　
特
例
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
県
社
協
貸
付
担
当
（
以
下
、

貸
付
担
当
）
と
協
議
を
し
、
対
象
者
の
範

囲
や
具
体
的
な
取
り
組
み
方
法
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
県
内
町
村
圏
域
の
担
当
で

あ
る
「
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」

と
、
県
内
全
域
を
対
応
範
囲
と
す
る
貸
付

担
当
に
お
い
て
、
独
自
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

お
互
い
に
別
々
の
支
援
で
は
あ
り
ま
す

が
、
対
象
者
を
補
完
し
合
い
、
相
互
に
実

施
計
画
や
取
り
組
み
内
容
を
共
有
し
、
当

会
全
体
と
し
て
意
識
統
一
を
図
っ
て
い
く

こ
と
を
取
り
決
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
貸
付
担
当
と
の
合
同
勉
強
会
の

実
施
に
よ
り
、
「
岐
阜
県
生
活
支
援
・
相

談
セ
ン
タ
ー
」
の
支
援
員
が
償
還
制
度
に

関
す
る
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
、

円
滑
な
相
談
支
援
に
向
け
た
組
織
機
能
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

 

⑵
町
村
社
協
へ
の
事
前
説
明
会

　
地
域
の
最
も
身
近
な
相
談
機
関
で
あ
る

町
村
社
協
と
の
連
携
は
、
継
続
的
な
相
談

支
援
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
初

め
に
、
事
前
説
明
会
開
催
に
向
け
て
町
村

社
協
を
訪
問
の
う
え
事
業
の
目
的
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
基
本
事
項
を
共
有
し
、
町
村

社
協
の
意
見
や
提
案
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、全
町
村
社
協
の
担
当
者
に
参

集
い
た
だ
き
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
等

を
共
有
す
る
こ
と
で
、町
村
社
協
と
と
も

に
取
り
組
む
意
義
と
重
要
性
に
つ
い
て
あ

ら
た
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
例
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
の
具
体
的
な

実
施
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
対
象
者
の
生
活
状
況
を
町

村
社
協
と
詳
細
に
共
有
す
る
た
め
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
点
が
特
徴
で
す
。

 

⑴
支
援
の
目
標

　

私
た
ち
は
、
昨
年
度
も
特
例
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
を
実
施
し
、
こ
れ
が
私
た
ち

に
と
っ
て
の
、
初
め
て
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
で
し
た
。
今
ま
で
は
、
住
民
か
ら
ま
た

は
町
村
社
協
や
役
場
を
通
し
て
各
支
所
に

相
談
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
状
況
で
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
度
の
特
例
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
で
の
気
づ
き
が
、
私
た
ち
の

意
識
に
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
助
け
を
求
め
た
く
て
も
相
談
先
が
分
か

ら
な
い
、
自
分
自
身
の
人
生
を
諦
め
て
し

ま
っ
て
い
る
等
の
様
々
な
理
由
に
よ
り
、

自
ら
の
意
思
で
相
談
で
き
る
の
は
ほ
ん
の

一
部
の
方
で
あ
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
次
の
よ
う
な
目
標

を
掲
げ
ま
し
た
。

【
想
定
さ
れ
る
状
況
】
　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
て

も
、
自
ら
S
O
S
の
声
を
あ
げ
る
こ
と

の
難
し
さ
か
ら
、
そ
の
潜
在
化
が
懸
念

さ
れ
る
。

【
目
標
】

特
例
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
に
よ
り
、対
象

世
帯
と
あ
ら
た
め
て
つ
な
が
り
を
持
ち
、

出
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、ま

た
出
せ
な
い
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、孤
立
し

が
ち
な
世
帯
を
見
逃
さ
な
い
。

 

⑵
具
体
的
な
取
り
組
み
方
法

①
対
象
者

「
特
例
貸
付
の
緊
急
小
口
資
金
の
償
還

　
免
除
者　
約
5
0
0
名
超
」

　
償
還
免
除
の
主
な
理
由
は
非
課
税
で
あ

　
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
活
に
困
窮
さ
れ
る
人
々
へ
の
迅
速
な

貸
付
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ず
、生
活
福
祉
資
金
本
来
の
対
象
世
帯
の
経
済
的
自
立
や
生

活
意
欲
の
促
進
等
を
目
的
に
行
う
、生
活
相
談
の
丁
寧
な
実
施
が
困
難
な
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
「
岐
阜
県
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
『
コ
ロ

ナ
特
例
貸
付
の
借
受
人
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事
業
』
（
以
下
、
特
例
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
特
例
貸
付
の
再
貸
付
の
利
用
者
を

対
象
と
し
、
今
年
度
は
、
特
例
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
２
ス
テ
ッ
プ
目
と
し
て
「
特
例
貸

付
の
緊
急
小
口
資
金
の
償
還
免
除
者
」
を
対
象
者
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、特
例
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を
意
義
あ
る
取
り
組
み
す
る
た
め
の
計
画
と

準
備
、具
体
的
な
実
施
方
法
、事
業
継
続
に
お
け
る
課
題
と
今
後
の
支
援
方
針
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

岐
阜
県
生
活
支
援
・

　 

相
談
セ
ン
タ
ー
と
は
？

意
義
あ
る
取
り
組
み
に

す
る
た
め
の
計
画
と
準
備

特
例
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
支
援
開
始



岐
阜
県
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
ー
２
７
８
ー
７
０
５
０

本
人
と
つ
な
が
る
ま
で
の
経
過

・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
し
た
が
返
信
は
な

く
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
電
話
を
実
施
。
現
在

使
用
さ
れ
て
い
な
い
、
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
る
。

・
二
日
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
返
信
さ
れ
、

「
住
ま
い
」
「
家
賃
・
ロ
ー
ン
」
等
複
数

の
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
、
新
し
い
電

話
番
号
も
記
載
さ
れ
て
い
る
も
、
電
話
す

る
が
つ
な
が
ら
な
い
状
況
が
続
く
。

・
数
日
後
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い

合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
を
通
し
て
本
人
か
ら
メ

ー
ル
が
届
く
。
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
希

望
。
メ
ー
ル
送
信
す
る
も
返
信
が
な
い
状

況
が
続
く
。

・
自
宅
訪
問
を
し
て
、
「
岐
阜
県
生
活
支

援
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
チ
ラ
シ
を
ポ
ス

ト
イ
ン
す
る
。

・
町
社
協
と
当
会
に
メ
ー
ル
が
届
く
。
「
こ

の
ま
ま
で
は
死
に
た
い
。
」

・
町
社
協
担
当
者
と
当
会
支
援
員
と
で
面
談

を
実
施
。
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り
、
継
続
し
て
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
状

況
が
伺
え
ま
す
。

②
実
施
期
間

「
令
和
６
年
10
月
〜
令
和
７
年
９
月
」

　
一
人
ひ
と
り
へ
の
丁
寧
な
対
応
を
目
標

に
、
年
度
を
ま
た
ぐ
１
年
間
と
い
う
長
期

事
業
の
設
計
を
し
ま
し
た
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
電
話
の
前
に
「
生
活
状

況
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
作
成
し
郵
送
し
ま
し

た
。
町
村
圏
域
約
５
０
０
名
超
の
対
象
者

に
対
し
、
１
か
月
毎
に
分
割
し
て
郵
送
し

ま
す
。

④
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
電
話
の
実
施

　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
電
話
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
返
信
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
実
施
し
て

い
ま
す
。
「
生
活
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」

は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
電
話
の
た
い
へ
ん
重

要
な
き
っ
か
け
と
な
り
、
対
象
者
も
私
た

ち
も
お
互
い
に
安
心
し
て
話
が
で
き
る

ツ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
生
活
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
返

信
内
容
や
、ア
ウ
ト
リ
ー
チ
電
話
で
の
確

認
内
容
は「
電
話
内
容
共
有
シ
ー
ト
」を
作

成
し
、町
村
社
協
と
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
今
ま

で
つ
な
が
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
方
と

の
関
係
構
築
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
１
つ
の

ケ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
面
談
時
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

『
ア
ン
ケ
ー
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
か

ら
、
相
談
し
よ
う
と
思
っ
た
。
相
談
し
て

い
い
ん
だ
と
思
っ
た
。
』

　
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
の
効
果
と
同
時
に
、

相
談
し
た
く
て
も
自
ら
の
意
思
で
行
動
す

る
こ
と
が
困
難
な
潜
在
化
層
の
存
在
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
上
記
ケ
ー
ス
は
、
過
去
に
亡
き
母
親
と

の
つ
な
が
り
は
あ
っ
た
も
の
の
、
本
人
と

は
特
例
貸
付
以
降
具
体
的
な
接
点
を
持
つ

こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。
何

ら
か
の
特
性
が
疑
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
人

生
で
悲
し
い
経
験
を
さ
れ
、
様
々
な
機
関

と
の
つ
な
が
り
を
一
切
拒
否
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
人
が
生
活
に
窮
す
る
事
態
に
な
る
背
景

は
、
誰
一
人
と
し
て
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。私
た
ち
は
、こ
の
背
景
を
十
分
に
理
解

し
た
う
え
で
本
人
と
の
関
係
を
育
み
対
応

す
る
べ
き
こ
と
を
、こ
れ
か
ら
も
常
に
心
に

留
め
置
き
な
が
ら
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
長
期
間
に
及
ぶ
事
業
運
営
に
は
、
町
村

社
協
等
の
関
係
機
関
や
貸
付
担
当
と
の
連

携
協
働
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。
岐
阜
県
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン

タ
ー
は
、
関
係
機
関
と
と
も
に
、
対
象
者

の
声
を
聞
き
逃
さ
な
い
取
り
組
み
を
今
後

も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

図表２
生活状況アンケートと
アウトリーチ電話の状況

・月末にアンケートを郵送、翌月アウトリーチ電話を実施
・日本語、英語、ポルトガル語、タガログ語で対応
・返信方法は、郵送（返信用切手封筒付き）、二次元コード、電話の３パターンを想定して用意

図表１　アンケートとアウトリーチ電話　分割実施のスケジュール

事
業
継
続
に
お
け
る
課
題
と

今
後
の
支
援
方
針

ア
ン
ケ
ー
ト
を
き
っ
か
け
に

つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス

「生活状況アンケート」の項目

9月 10月 11月 12月 1月 2月

第1番目
郵送

第2番目
郵送

第3番目
郵送

第4番目
郵送

第5番目
郵送

第1番目
アウトリーチ電話

第2番目
アウトリーチ電話

第3番目
アウトリーチ

電話
第4番目

アウトリーチ電話
第5番目

アウトリーチ電話

発送数

返信数
（郵送）
返信数

（二次元コード）

電話がつながった
対象者数

返信率

255

51

26

30.2％

193

令和７年１月末時点・健康状態
・生活状況
　（就労中、仕事を探している、
 　失業手当受給中等）
・社協に相談したい内容
　（病気や健康のこと、住まいのこと、
　  収入や生活費のこと等）
・その他、聞いてみたいこと（記述式）
・支援員から電話を差し上げる場合
  の希望時間帯
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〜
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
の
取
り
組
み
〜

取
材
を
終
え
て

　

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
々
が
そ
の
人
ら
し
い

〝
生
き
方
〞
や
〝
働
き
方
〞
が
選
択
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
誰
も

が
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
実
感
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
も
、
セ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
活
動
に
加
え
、
福
祉
人
材
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
福
祉
等
の
部
署

に
お
い
て
、
引
き
続
き
障
が
い
理
解
の

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

  　
（
取
材
担
当　

安
田・山
田・小
寺
）

第
２
回

主
事
が
ゆ
く

　
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
は
、
令
和
３
年
11
月
か

ら
保
護
猫
の
飼
育
と
譲
渡
活
動
を
目
的
と

し
た
「
保
護
猫
カ
フ
ェ
」
の
運
営
と
猫
グ

ッ
ズ
の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
事
業
所
と
し
て
保
護
猫
活
動
を
展

開
す
る
の
は
県
内
初
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
人
と
動
物
の
共
生
セ

ン
タ
ー
」
か
ら
保
護
猫
活
動
を
受
託
し
、

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
名
「
シ
ャ
ン
ツ
ェ
」
は
ド
イ
ツ

語
で
「
ジ
ャ
ン
プ
台
」
を
意
味
し
、
精

神
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
利
用
者
が
福
祉

的
就
労
か
ら
一
般
就
労
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
利

用
者
の
Ａ
さ
ん
は
、
「
気
分
が
落
ち
込

み
、
引
き
こ
も
っ
て
い
た
時
に
、
Ｂ
型
事

業
所
で
保
護
猫
活
動
を
行
う
こ
と
を
知

り
、
外
へ
出
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
」

と
語
り
ま
す
。
代
表
理
事
の
後
藤
さ
ん

は
、
「
保
護
猫
活
動
を
通
じ
て
、
利
用
者

が
誰
か
の
役
に
立
ち
、
社
会
の
一
員
で
あ

る
と
い
う
実
感
が
持
て
る
場
を
提
供
し
て

い
き
た
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
ら
ま
め
は
、
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
の
依
存
症
に
苦
し
む
方
の
支
援
を
行
う

「
岐
阜
ダ
ル
ク
」
が
令
和
５
年
10
月
に
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
依
存
症
に
限
ら
ず
、
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
、
一
般
企
業

で
の
就
労
に
不
安
な
方
も
利
用
可
能
で

す
。
自
然
農
法
に
よ
る
野
菜
作
り
や
、
そ

の
野
菜
を
使
っ
た
お
弁
当
の
販
売
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
Ｂ
さ

ん
は
、
「
薬
物
で

こ
れ
ま
で
体
に
意

地
悪
を
し
て
き
た

た
め
、
体
に
優
し

い
方
法
で
大
切
に

育
て
て
い
る
野
菜

を
多
く
の
人
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
語
り
ま
す
。

　
施
設
長
の
遠
山
さ
ん
は
、
「
今
後
、
依

存
症
の
方
だ
け
で
な
く
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
た
方
の
ち
ょ
っ
と
し
た
居
場
所
と
し

て
、
カ
フ
ェ
の
開
設
も
計
画
し
て
い
る
。

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
人
と
し

て
変
わ
ら
な
い
と
、
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
、
「
セ
ル
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
運
営
し
、
セ
ル
プ
製
品
の
販
売

機
会
の
確
保
や
製
品
開
発
の
支
援
等
を
通
じ
て
、
障
が
い
者
の
工
賃
向
上
等
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
県
内
に
は
約
５
５
０
か
所
の
障
が
い
者
就
労
事
業
所
が
あ
り
、
パ
ソ

コ
ン
作
業
、
食
品
製
造
、
清
掃
作
業
な
ど
事
業
所
毎
に
様
々
な
事
業
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
２
か
所
の
障
が
い
者
就
労
事
業
所
を
訪
れ
、
活
動
内
容
や
支
援
者
の

思
い
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

誰
も
が
自
分
ら
し
い

▲利用者が協力しながら取り組む
　宅配弁当作り

▲猫たちが快適に過ごせるよう
　心を込めてカフェ空間の清掃
　作業をする利用者

生
き
方

働
き
方

や

が
で
き
る
よ
う
に
　

▲譲渡が決まった記念に利用者が
作成したイラストデータや猫じゃ
らしを譲渡先へプレゼントするこ
ともあります

▲「そらまめ」の由来は、空に向かって
伸びるさやのように、利用者や職員
が前向きに歩む姿を重ねたもの

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

　
　
　
　
そ
ら
ま
め

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

　
　
　
シ
ャ
ン
ツ
ェ
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福祉ＤＶＤ貸出のご案内

備品の貸出もしています！

岐阜県社会福祉協議会では、岐阜県内の福祉施設、学校等へ、福祉教育、職員研修、スキルアップ等に
役立てていただくため、福祉に関するＤＶＤ（令和7年2月現在265作品）を無償で貸出しています。
（郵送の場合は、送料のみご負担いただきます）貸出期間は原則２週間までです。

備品貸出は、団体（社協、NPO、福祉施設、学校等）が対象です。
福祉DVDと同様に、体験学習等にご利用ください。貸出期間は原則１週間までです。

今年度追加したＤＶＤ
貸出
№ 作品名／内容 時間

（分）

交わす言葉　通う心　障害のある人と共に生きる
社会には、障害のある人が不便を感じる場面がまだまだ存在します。ですがそれは障害がハンデなのではなく、社会
の側にバリアがあるのです。本作では障害を持つ３人の当事者にお話を聞き、障害のあるなしに関係なく、誰もが平
等に・自分らしく生きる社会のために大切なことを考えます。
全国共通　災害関連死とは何か？～命を守るための知識・予防との対策～
災害関連死とは、地震や津波による直接的な死を免れたにも関わらず、その後の生活で命を落としてしまうことを指
します。熊本地震では災害関連死が相次ぎ、県内で直接死の4倍以上にあたる220人が亡くなっています。
日本はその地形や位置の関係から、災害が発生しやすい国です。台風、豪雨、豪雪、洪水、土砂災害、地震、津波、
火山など、その種類も多岐に渡ります。そんな世界でも有数の災害大国「日本」に住む私たちにとって、この「災害
関連死」はとても身近なリスクです。
災害関連死を引き起こす主な要因として、物資の不足、心理的ストレス、疲労や過労、不衛生な環境、エコノミーク
ラス症候群～など多岐にわたります。
このDVDでは、災害関連死とは何か、どのようなリスクがあるのか、なぜ起きるのか、どのように予防すれば良い
のか、などを具体的に紹介していきます。

「ヤングケアラー」とは何か　子供を支えるために、今できること
いま身近な環境で何が起こっているのか？
自分の周りの子どもたちにもいるかもしれない「ヤングケアラー」、まずは認知をすることから始めましょう。
「ヤングケアラー」ってなに？実はいま日本で社会問題化している子どもたちをとりまく環境…
◎少子高齢化の現代で大きな問題となっているのが「ヤングケアラー」と呼ばれる、子どもたちの増加。
◎本来大人が担うと想定されているような家事や家族の世話などを日常的に行っている子どものことを指し、そんな
子どもたちは年齢等に見合わない重い責任や負担を負うことで、勉強に励む時間、部活に打ち込む時間、将来に思
いを巡らせる時間、友人との他愛ない時間など、「子どもとしての時間」を失い、家事や家族の世話をしている。
◎2021年に厚生労働省が文部科学省と連携し調査をした結果、「ヤングケアラー」は、中学生で5.7%、全日制高校
生で4.1%、定時制高校生で8.5%、通信制高校生で11.0%も存在している事が判明。子どもが子どもらしく生きて
いくために、社会全体で支援する体制が必要とされています。
◎本DVDでは、
　・「ヤングケアラー」の要因はなにか
　・身近に「ヤングケアラー」を発見したらどう支援すれば良いのか
　・支援制度にはどのようなものがあるか　　　　　～などを紹介しています。
「ヤングケアラー」を学び、子どもたちがのびのびと暮らしていける社会づくりを考えます。

23
679

29

680

23

681

貸出を希望される方（団体）は、まずお電話でお問い合わせください。
岐阜県社会福祉協議会　ボランティア・市民活動支援センター　TEL 058-274-2940お問い合わせ先

◆ 車いす …………………………………… 9台
◆ 高齢者疑似体験セット　
　　　 Ｍサイズ …………………………… 10セット　
　　　 Ｓサイズ …………………………… ６セット
◆ 歩行補助体験　アルミ軽量ステッキ … 14本
◆ 点字版 …………………………………… 40セット
◆ 白杖 ……………………………………… 37本
◆ 視力障がい体験ボード ………………… ２セット
◆ 視覚障がい体験プレートセット ……… １セット

車いすと白杖の貸出数が
昨年と異なりますので、
ご注意ください。
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～福祉サービスの質の向上を目指して～

岐阜県運営適正化委員会の役割と活動紹介

運営適正化委員会設置の背景
　平成12年の社会福祉法改正により社会福祉制度が従来の「措置制度」から「契約制度」へ大きく
転換し、利用者とサービス提供事業者は法的にも対等な関係であることが位置づけられ、それを
実効性あるものとするために利用者を保護するための仕組みが制度化されました。
　その一つとして苦情解決の仕組みが導入され、事業者における苦情解決体制の整備が求められま
した。さらに、事業者段階での解決が困難な事例に対応するため、社会福祉法第83条の規定によ
り、都道府県社協に運営適正化委員会が設置されました。

役割と合議体の活動紹介
　岐阜県運営適正化委員会(以下、委員会)の役割は、「福祉サービス利用援助事業の適正な運営
の確保」と「福祉サービスに関する利用者等からの苦情の解決」の二つです。
　委員会は福祉、法律、医療に関する学識経験者12名で構成され、運営監視と苦情解決の二つの
合議体があります。

1 運営監視合議体の活動
　福祉サービス利用援助事業を実施する市町村社協を対象として、合議体委員、委員会事務局、県
社協の事業担当者が訪問することにより現地調査します。事前に提出された調査票や利用者支援に
かかる通帳・印鑑の受取記録簿、ケース記録等の書類確認と聞き取りにより適正に実施されている
ことを確認します。
　調査後に開催する合議体において調査結果を共有し、改善を必要とする事項については、県社協
あて文書により通知します。

2 苦情解決合議体の活動
　福祉サービス利用に関する苦情は、利用者と事業者の話し合いによ
り解決することを基本としますが、様々な事情等により、委員会へ申
出されるケースも少なくありません。
　委員会事務局担当者が福祉サービス利用者本人またはその家族から
の苦情や相談を受付け、申出人の意向にそって、関係機関の紹介をは
じめ当該事業所への伝達や事情調査を行うことにより苦情の解決を図
っています。
　本年度は、令和7年1月末現在、100件(苦情68件、相談32件)の対応実績があります。苦情案件に
ついて、申出人は本人と家族の割合が4:6であり、利用サービスは障害分野が最も多く、具体的には
就労継続支援Ａ型事業所、就労継続支援Ｂ型事業所、共同生活援助の順に多くなっています。苦情
の内容は「職員の接遇」が74%を占めています。
　苦情解決合議体を２か月ごとに開催し、苦情の内容及び対応について報告共有しています。

3 福祉サービス苦情解決研修会
　施設・事業所の職員、苦情解決受付担当者・責任者、第三者委員を対象に研修会を実施していま
す。本年度は「カスタマーハラスメント対策」をテーマに開催し、研修会終了後に動画を一定期間
アーカイブ配信しました。受講者からは「暴言や不当な要求に対しては組織的に対応し職員を守る
ことの必要性を理解できた」「アーカイブ配信は参加できなかった職員の伝達研修に活用したい」
との声をいただきました。

4 広報・啓発活動
　委員会では事業所の苦情解決体制を周知するためのポスターを作成し、苦情
受付担当者、苦情受付責任者、第三者委員の氏名を記入し事業所内に掲示いた
だくようお願いしています。

苦情解決の仕組み

利
用
者

運
営
適
正
化
委
員
会運営適正化委員会への申し出

助
言
等

事
業
者
へ

　
申
し
出

第三者委員

苦情受付担当者
事 業 者

岐阜県運営適正化委員会　電話（058）278ー5136問合せ先
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心いっぱい、てづくりのお店。
　この事業所でしかできないこと、そして地域との結び付きを重視した活動を心掛けて
います。事業所のオリジナルマークと事業所のスローガンとして「心いっぱい、てづく
り」を作り、事業所の活動を広く知っていただくとともに、通所者の気持ち、職員の気持
ちをこのスローガンにこめて活動しています。
　障がい者の生きがいと自立を目指して、ひとつばたごの花のような真っ白な心の花を
咲かせるように、作業だけでなくレクリエーションや地域との交流に取り組んでいます。明智ひとつばたご

岐阜福祉の杜オンラインショップ URL入力の場合は
https://gifu-fukushinomori.com

事業所紹介

恵那市明智町407-1　TEL：0573-55-3015　FAX：0573-55-3016

牛乳パックを再生した
紙すきの色紙です。
一枚一枚、心を込めて
作っています。

「岐阜福祉の杜オンライン」内に外注委託業務紹介ページを開設しました！！

https://gifu-fukushinomori.com/bpo/list

お仕事の
依頼は
こちらから

福祉ガイド ～高齢福祉、障がい福祉について考えよう～ のご案内福祉ガイド ～高齢福祉、障がい福祉について考えよう～ のご案内
岐阜県福祉人材総合支援センターでは、福祉・介護の仕事への関心を深めることを目的に、『福祉ガイド』を
作成しています。本書は入門的な内容となっており、県内中学校を中心に、幅広く活用いただいていますので、
福祉教育や福祉・介護講座などでぜひご活用ください。

　ともに自立支援を促し、
長く住み慣れた地域で暮
らしていける社会の実現
のために必要なことにつ
いて学んでいただけるよ
う、「高齢福祉」「障が
い福祉」について紹介し
ています。

お問い合わせ先 岐阜県福祉人材総合支援センター　TEL：058-276-2510

https://www.fukushijinzai.jp/school/#guidebook
⇦ センターポータルサイトからダウンロードして閲覧することができます。

ガイドブック
の

ダウンロード
は

こちらから

紙すき色紙 3枚入り

販売価格  550円
　　　　（税込

・送料込）

紙すきはがき（5枚入）
クラフトかごも
販売しています！！
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＊本誌に対してのご意見、ご要望等ございましたら、下記までお寄せください。
発行所　社会福祉法人　岐阜県社会福祉協議会　〒500－8385　岐阜県岐阜市下奈良２－２－１

＊本誌に対してのご意見、ご要望等ございましたら、下記までお寄せください。
発行所　社会福祉法人　岐阜県社会福祉協議会　〒500－8385　岐阜県岐阜市下奈良２－２－１
TEL（058）201-1545　FAX（058）275-4858　ホームページアドレス   https://www.winc.or.jp/　購読料30円は会費に含む　毎月1回・15日発行　　　

ありがとうございました！ありがとうございました！

関信用金庫様より寄贈関信用金庫様より寄贈

　去る1月30日、関信用金庫（不破光洋職員互
助会会長様）様より使用済み切手を寄贈いた
だきました。寄贈品はボランティア活動の振興
に有効に活用させていただきます。

　公益社団法人生命保険ファイナンシャルアドバイ
ザー協会岐阜県協会様より、１０万円の寄附をいただ
き、１月３１日に本会より感謝状を贈呈いたしました。
　寄附金は、地域福祉の増進のため、本会事業に有
効に使わせていただきます。

公益社団法人生命保険
ファイナンシャルアドバイザー協会

岐阜県協会様より寄附

公益社団法人生命保険
ファイナンシャルアドバイザー協会

岐阜県協会様より寄附

生命保険協会岐阜県協会様より福祉巡回車及び子ども支援寄附金を寄贈生命保険協会岐阜県協会様より福祉巡回車及び子ども支援寄附金を寄贈
　去る２月５日、岐阜県福祉・農業会館にて福祉巡回車及び子ども食堂支援寄附金にかかる寄贈式が行わ
れ、本会を通じ、生命保険協会岐阜県協会（清水克浩会長）様から、海津市社協（森廣美会長）へ福祉巡
回車１台が寄贈されました。また、本会へ子ども食堂支援寄附金の寄贈がありました。
　同協会では、社会貢献活動の一環として、県下の生命保険会社
職員からの募金をもとに、地域福祉活動促進のため、県内の市町
村社協へ福祉巡回車の寄贈を行われており、今年度で32回目を
迎え、累計85台となっております。
　子ども食堂支援寄附金については、昨年度に続き本会へ寄贈
されました。県内の子ども食堂支援に有効に活用させていただ
きます。

▲関信用金庫  不破職員互助会会長様（写真左）から
　使用済切手を受け取る県社協  村田常務理事

▲写真左から公益社団法人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会
　岐阜県協会  榎本会長、　県社協  村田常務理事
　＝みんなの森　ぎふメディアコスモス

当寄贈式にてテープカットを行う（写真左から）海津市社協 森会長、生命保険協会岐阜県協会 清水会長、県社協 水野事務局長＝岐阜県福祉・農業会館▲

賛助会員を募集しています

（順不同・敬称略）

※令和7年1月末時点でお振込みいただいた賛助会員さまを掲載しています。

賛助会員さまのご紹介
特別賛助会員 普通賛助会員
・岐阜信用金庫
・株式会社岐東オフィス
・アンシンク株式会社

・郡上福祉協力会
・岐阜県商工会議所連合会
・岐阜県商工会連合会

・岐阜県中小企業団体中央会
・小規模多機能型居宅介護 和の郷
・ニホン美術印刷株式会社

・株式会社コームラ
・損害保険ジャパン株式会社
・東洋羽毛東海販売株式会社

会　　　費（毎年度）　１口　５，０００円
　　　　　　　　　　特別賛助会員　５口以上賛助した個人または団体
　　　　　　　　　　普通賛助会員　１口以上５口未満を賛助した個人または団体
賛助会員になるには　総務企画部　☎058－201－1545 までお問い合わせください

　本会では、「誰もが　支え合い　つながり続ける　地域共生社会」の実現に向け、関係機関・団体と連携
を図りながら事業を推進するほか、貧困、社会的孤立など福祉課題への対応や福祉分野の人材確保・育成の
充実に向けた取組など新たな課題に対応した事業を展開しております。
　賛助会員の皆さまのご協力をいただき、県内の地域福祉を一層充実していきたいと考えています。本会の
趣旨にご賛同いただき、会員としてご支援、ご協力をくださいますようお願い申し上げます。
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	ひだり
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